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【永山フェステバル 2026】お店屋さん体験のご報告 

先日のフェステバルでは、雨の中幼児組で参加されたご家族の方々には 

温かいご支援とご協力をいただき本当にありがとうございました!! 

店頭での売り買いの体験では、子どもたちの「いらっしゃいませ～」 

「ポップコンおいしいですよ～」の可愛らしい声が響き渡り地域の方々との温かい交流が生まれて

いました。毎年の参加は、園としても地域貢献の一環となる大切な取り組みとなっています。 

【おだっこ展】10 月 24日（土） 

テーマは、「ひかり・かげ・おと」がつくるあそびのせかい 

それぞれのエリアの中で子どもたちと作り、触れて、遊んで楽しめるコーナーとなって構成され

ています。一部と二部での開催時間となっていますので、時間を確認の上お越しください。 

給食室からも日頃の美味しいおすすめメニューやレシピも紹介されています。 

【センス・オブ・ワンダー】レイチェル・カーソン 

「自然の神秘さや不思議さに目をみはる感性」。私達大人が幼年時代に外で遊んだ記憶を振り返る

と、水の冷たさ、太陽の日差し、木々の匂い、春夏秋冬の変化の中で色とりどりに移り行く風景、

こうした自然の恵みに、わけもなく込み上げてくるワクワクした感じが思い起こされたり、時には

幼く、小さな自分をはるかに超える自然の大きな力に触れ、震えるくらいの恐れを感じたことがあ

るのではないでしょうか。そのように自然をあるがままに感じ取る感性を培うこの時期の子ども達

に沢山経験していって欲しいと願います。因みに大人になると、よりよい生活をしようとする気持

ちから、日々知識や経験を積み重ねていくため、「自然に触れて感動すること」はあるものの、子

ども時代に体験される、理由のないワクワクした感じというよりも知識や経験を通じて、知的に自

然を捉えていることに気が付くようです。 

【ワクワク感とドキドキ感】大友剛さん      （ミュージシャン&マジシャン&翻訳家） 

翻訳を手掛けた主な絵本には、『えがない えほん』や『ねこ        のピート』シリーズ、『カラーモ

ンスター』シリーズなどがあります。今年度は子どもたちが一緒になって「おだ学園保育園の絵本」を

制作して頂いています。この楽しいワクワク・ドキドキ感を是非保護者の方たちにも一緒に体験し

て頂きたく 1月 23日（土）大友さんのマジックと音楽と絵本の世界にお招きする企画をしました。

楽しい時間を共有しましょう。皆さまのご参加をお待ちしています。 

【ハロウィンのアート】是非ご覧になってください!!１０月１６日～１１月１日 

聖蹟京王ショッピングセンターAB館７階連絡通路にて園児によるアート作品が展示されていま

す。様々な素材をふんだんに使って構成されたハロウィンの作品です。 

ぜひご覧になってくださいね。 


